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2024年アジア企業支払動向調査：
繊維・建設セクターを除き、支払い動向は全体的に改善

2023年は、パンデミックから正常化した年であったが、地政学

的リスクが持続する中、インフレと金利の上昇という形で、経

済情勢は課題を抱えていた。最新のコファス・アジア企業支

払い動向調査は、こうした経済的ジレンマを反映し、より多く

の企業が信用取引を提供する一方で、信用リスクとキャッ

シュフローリスクを管理するために支払条件を短縮しているこ

とを明らかにした。ますます厳しくなる経営環境がアジアの企

業の支払い動向に与える制約については、他の調査結果か

らも明らかである。昨年と比較してより多くの支払遅延が報告

されたが、改善も見られた。信頼感は地域やセクターによって

異なり、回復が見られたところもあれば、支払い動向が悪化し

たところもあった。

2023年には60％の企業が支払遅延を報告し、2022年の57％

から増加したが、支払期間の短縮がこの増加を牽引したのは

中国と日本だけであった。その他の調査対象国では、支払遅

延は減少した。セクター別では、繊維と建設が支払遅延の報

告件数の大幅な増加に直面した。 

支払遅延については、中国、台湾、タイだけが支払遅延が短

縮された。他の6市場では支払遅延が長期化し、中でもオー

ストラリアが最も顕著であった。13セクター中6セクターで支

払遅延が増加し、繊維と農業・食品で最も増加した。

ま た 、 年 間 売 上 高 の 2 ％ を 超 え る 超 長 期 支 払 遅 延

（ULPD、遅延期間が80日以上）が2022年の 26％から 2023

年には29％に増加し、信用悪化を示すことがわかった。特

に繊維セクターは 14％から 40％へと大幅に増し、ULPDの

割合が最も高いセクターとなった。明るい話題としては30％

の企業が2 024年には支払動向が改善すると見込んでお

り半数強が大きな変化はないと見ている。

2023年のアジアパシフィック地域の経済は、インフレ率の鈍

化と金利引き上げの減少を特徴とするコロナからの正常化

後の局面を経験し、景況感を緩和した。回答者の半数近く

が、2023年の企業活動は 2022年に比べて改善すると回答

し、悪化すると回答したのはわずか 5分の 1であった。イン

ドとタイが最も景況が改善したと回答した一方、台湾は世界

的なエレクトロニクス不況の影響を受けて最も景況が改善

しなかった。2024年には、より多くの企業が事業活動の見通

しについて明るい見通しを持っている。とはいえ、需要の鈍化

や過当競争の圧力など、事業運営上の大きなリスクも浮き

彫りになっている。具体的な懸念は市場によって異なり、

日本では投入コストの上昇、オーストラリアでは人件費の

上昇などが挙げられた。

本調査、2024年アジア企業支払い動向調査は 2023年 12

月から 2024年 3月にかけて実施され、アジアパシフィック地

域に所在する 9市場、13セクターの約 2,400社の企業が調査

の対象である。

その他コファス経済関連レポートは下記リンクよりご覧ください。

https://www.coface.jp/news-economy-and-insights
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支払条件 
信用取引は増加、支払い条件はより厳しく

図表1： 

アジアパシフィック地域における支払条件

30日未満 31～60日  61～90日 

91～120日 120日以上 平均（右軸） 

• 支払条件を提示する企業の割合は、2022年の

73％から2023年には84％に増加し、コファスが

2016年に調査を開始して以来最高水準に達し

た。主に中国企業がこの急増を牽引し、2023年

には79％が支払条件を提示し、2022年の50％

から上昇した。支払条件が大幅に減少したタイ

と香港を除けば、ほとんどの経済圏ではほとん

ど変化が見られなかった。支払い条件を提示す

る主な理由は、市場慣行と市場競争であった。

• 支払条件を提示する企業は増加したものの、

そのほとんどが2年連続で支払条件を引き下

げ、2022年の平均66日から2023年には平均64

日へと条件を引き下げた（図表1）。2023年に

は、90日未満の支払条件を提示する企業の割

合が91%に増加し、90日以上の企業は9%に減少

した。

• 地域全体では、ほとんどの市場が与信条件を

引き締め、中国、香港、日本がそれぞれ11

日、6日、5日支払期間が短縮した。逆に、タイと

シンガポールはそれぞれ7日、6日増加した（図

表2）。顧客からの流動性の逼迫は、この地域で

支払条件を提示する要因として3番目に多く挙

げられているが、タイでは1番目、シンガポール

では2番目である。このことは、タイとシンガポー

ルでは、流動性の逼迫が、企業が支払条件を

延長する上でより大きな制約となっていることを

示唆している。
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図表2： 

地域別支払条件 
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図表3： 

セクター別支払条件 

0～30日 　31～60日 　61～90日 　　91～120日 >　120日 　　2022年 平均（右軸） 2023年 平均（右軸） 
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出典 : コファスの支払い動向調査

• コファスがカバーするほぼすべての 13セクタ ーが

支払期間を短縮し、エネルギーが　6日短縮で

トップ、次いで小売、運輸、木材が 5日短縮した

（図表3）。金属セクターだけが支払期間を 3日延

長したが、これはおそらく、中国と香港で流動性の

逼迫が続き、顧客の支払能力に影響を及ぼして

いる建設業との相関関係によるものであろう。

• 今後を展望すると、支払条件の増加を予想する

企業の割合（28％）が高い一方、減少を予想する

企業はわずか6％であった。市場別では、日本

が突出しており、支払条件の減少を予想する回

答者が多く、拡散指数は-10となった。

支払い遅延
繊維と建設で支払遅延が大幅に増加 

図表4： 
支払遅延を報告した企業の割合 

• 売上高の支払遅延を報告した企業の割合は

2023年には60%（2022年は57%）に増加し、中国

と日本だけが増加を牽引したが、これは主に

支払条件の厳格化によるものであった（図表

4）。特に中国は2022年の40%から2023年には

62%に急増し、日本の支払遅延は34%から40%

に増加した。しかし、この地域で最も支払遅延

の少ない国であることに変わりはない。一方、そ

の他の国では改善が見られた。通常、支払期

間の長さと報告される支払遅延の割合には逆

の関係がある。しかし、香港、台湾、マレーシ

アは支払遅延が短縮された一方で、支払遅延

は2022年と比べて大幅に減少しており（それぞ

れ22、27、21ポイント減）、支払者の財務的安

定性が改善したことを示唆している。
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• セクター別では、繊維と建設が支払遅延の大

幅な増加に直面した。2023年、繊維セクターは

需要の減少と生産コストの上昇に直面し、建

設セクターは中国の不動産セクターの低迷

とほとんどの国の高金利環境に苦しんだ。

競争の激化、需要の鈍化、資金繰りの悪化、

顧客の支払遅延は、この地域の支払遅延口

座の回答者が挙げた一般的な理由であった。

• 平均すると、支払遅延は2022年の67日から2023

年には65日に減少し（図表5）、キャッシ ュフロー

管理の改善を示している。ほとんどの市場で支払

遅延が増加し、オーストラリア、香港、マレーシア

が先行したが、支払遅延期間が短縮した のは中

国、台湾、タイだけだった。日本の平均支払遅延

日数は50日と最も短く、オーストラリアは83日と最

も長かった（図表６）。

図表5： 

アジアパシフィック地域における支払遅延

0～30日　　　　　31-60日 61-90日 91-120日 >120日以上 平均（右軸）
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出典 : コファスの支払い動向調査

図表6： 

地域別支払遅延 
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•  セクター別では、13セクター中6セクターで支払遅

延が増加し、中でも繊維と農産食品の増加幅が

最も大きく、いずれも平均11日増加した（図表7）。

一方、減少幅が最も大きかったのはエネルギーで

11日、医薬品で10日であった。医薬品の平均支払

遅延日数が最も少なかった（57日）のに対し、建設

業は最も多かった（76日）。

• 超長期支払遅延（Ultra Long Payment Delay：

ULPD）を経験した回答者の割合が2％を超えた。

• 平均支払期間と支払遅延の合計である売上高未払

日数（DSO）は、キャッシュフローの状況を把握する

ための指標である。中国、台湾、日本のDSOは2023

年に減少し、中国が164日から133日に最も大きく減

少した。他の6市場は増加し、オーストラリアのDSO

は2022年の132日から154日に増加した。シンガポー

ルでは増加したものの、DSOは117日と域内で最低

を維持した（図表8）。エネルギーと製薬セクターが

DSOの減少を主導したが、農業食品と繊維セクター

は増加した（図表9）。

図表7： 

セクター別支払遅延

31-60日 61-90日 91-120日 >120日 　2022年平均（右軸） 　　2023年平均（右軸） 
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出典 : コファスの支払い動向調査 

図表8： 

地域別売上高日数 170 
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出典 : コファスの支払い動向調査

図表9： 
セクター別売上高日数 2022 2023 
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2023年には15%から8%に減少し、回答者の中で

ULPDのシェアが最も低いセクターとなった（図

表11）。 

• 支払遅延の動向の見通しについては、悪化を

予想する企業（18％）よりも改善を予想する企

業（30％）の方が多かったが、大半は変化なし

（52％）と予想した。この結果、拡散指数は12と

なり、企業は将来の支払い行動に対して概ね

楽観的であることがわかった。悲観的なのは

繊維と小売の企業のみで、拡散指数はそれぞ

れ -23と-1であった。国別では、日本が唯一

悲観的で、拡散指数は-20であった。

• 年間売上高は、2022年の26％から2023年に

は29％に上昇している。コファスの経験によれ

ば、この2％という基準値は、これらの遅延の80％

が一度も支払われていないことを考えると、不

払いのリスクが非常に高いことを示している。シンガ

ポール、タイ、香港がULPDの割合の増加をリ ー

ドし、2022年の水準をそれぞれ11、10、9ポイント

上回った。一方、ULPDが減少したのは3つだけ

であった：オーストラリア（-12％ポイント）、

マレーシア（-4％ポイント）、中国（-3％ポイン

ト）である。ULPDの割合が最も高かったのは

オーストラリア、最も低かったのは日本であった

（図表10）。13セクターのうち、9セクターでULPD

が増加し、繊維は2022年の14%から2023年には

40%に上昇し、ULPDの割合が最も高いセクター

となった。逆に、木材は増加した。

図表10： 
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経済への期待：
需要リスクを懸念するも高まる楽観論

図表12： 

事業活動評価 
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出典 : コファスの支払い動向調査

図表13： 

地域別事業活動評価（2023年対2022年） 
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• 2022年の地政学的・経済的混乱の後、アジア

パシフィック地域の経済は2023年にコロナから

の正常化を迎えた。地域全体のインフレ率の伸

びは鈍化し、政策金利の引き上げは2022年と比

べて少なかった。アジアパシフィック地域の消費

者物価は 2023年に年率 3.9%上昇し、2022年の 

4.9%から低下した。世界的なディスインフレとFRB

の引き締めが大幅に鈍化したため、各地域の中

央銀行の利上げ幅は　2022年の 200bps　から平

均 73bpsに拡大した。経済状況の改善により、2023

年のアジアパシフィック地域の経済成長率は加

速した。

• 昨年のGDP成長率が上昇したことで、回答者の

半数近くが企業活動の改善を示し、悪化を示し

たのはわずか 5 分の 1 だった（図表12）。

最も改善が見られたのはインドとタイで、それぞ

れ 83％と 64％の回答者が 2023年の企業活動

が 2022年に比べて改善すると回答した（図表 

13)。インドでは、建設とエネルギー部門の事業

活動が最も改善した。タイではエネルギーと化学

であった。

• 世界的なエレクトロニクス・バリュー・チェーン
における台湾の支配的な役割を考えると、エレ
クトロニクス不況の中で最も改善が見られな
かったのは台湾（21%）であった。2023年、台湾
の製造業購買担当者景気指数（PMI）の平均
は、 2008年の世界金融危機以来16年ぶりの
低水準に落ち込んだ。厳しい経済環境を反映
し、台湾は企業活動の悪化を報告した回答者
の割合が最も高かった（43％）。

出典 : コファスの支払い動向調査

図表14： 

地域別事業活動予想（2024年対2023年） 

改善 変化なし 悪化
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0% 

• コファスは、アジアパシフィック地域の経済成長

率が 2024年も 4％超を維持し、同地域は依然

として世界で最も急成長すると予測している。

これは、2024年の企業活動に対する期待の改

善と一致している。2024年の企業活動が 2023

年に比べて改善すると予想する回答者の割合

は56％に上昇した。最も楽観的なのはインドと

タイで、回答者の 83％と 61％がより高い成長

を見込んでいる。台湾では、世界的なエレクト

ロニクスの回復を考慮し、2024年の事業活動

の改善に自信を示す企業がより多かった

（48％）（図表14）。

出典 : コファスの支払い動向調査
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•  今年の事業活動に対する自信は、木材（69％）、自

動車（66％）、製薬（66％）、農業食品（64％）が

最も高かった。対照的に、最も楽観的でなかったのは

小売業（42％）であった。実際、小売（20％）と繊維

（23％）は、2024年の事業活動の悪化を予想する回答

者の割合が最も高く、これは支払遅延傾向の悪化とい

う予想と一致していた。

• 2024年における自社の経営上の主なリスクについて

は、回答者の約半数が需要の鈍化と過当競争の圧

力を挙げた。また、3分の1近く（31％）が次のようなリ

スクを挙げている。

また、人件費の上昇（28％）も指摘された。資金調達

コストの上昇、サプライチェーンの混乱、地政学的緊

張を主要なリスク要因として挙げた回答者は 5分の 

1以下であった（図表15）。しかし、地域によって上位

のリスクにはニュアンスの違いがある。例えば、日本

企業の半数以上が需要の鈍化と投入コストの上昇を

主なリスクとして挙げている。オーストラリアでは、需

要の減速と人件費の上昇が主なリスク要因となって

いる。中国、インド、シンガポールでは、競争の激

化がリスク要因の上位に挙げられている。 

図表15： 

2024年における自社の事業運営上のリスクとしてその要因を挙げた回答者の割合 

需要の鈍化 

競争過多

生産や原材料に使用される部品
構成部品の価格上昇

人件費の上昇 

エネルギーコストの上昇

（電気、ガスを含む）

キャッシュフローの鈍化

従業員の確保が困難 

地政学的緊張 

サプライチェーンの混乱

金利・資金調達コストの上昇

50% 

49% 
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18.6% 66.1% 65.6% 44.7% 53,7% 

経済別支払い調査結果 

オーストラリア
2019 2020 2021 2022 2023 2023 対 2022 対 APAC 

63.6% 74.8% 77.0% 80.5% 77,0% 

36 81 82 69 7100,0% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 66.7% 90.7% 93.4% 94.8% 73,0% 

9.1% 20.4% 19.9% 24.7% 30,1% 平均90日以上の支払い遅延 

超長期支払遅延 > 売上高の2 20.5% 53.3% 56.1% 63.0% 51,0% 

中国 
2019 2020 2021 2022 2023 2023 対 2022 対 APAC 

66.2% 67.4% 66.6% 50.3% 79,0% 

79 77 77 81 70 

香港
2019 2020 2021 2022 2023 2023 対 2022 対 APAC 

87.1% 88.6% 87.4% 90.6% 81,2% 

63 81 75 72 6600,0% 

85.1% 95.5% 93.9% 88.5% 66,3% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 10.5% 32.3% 17.7% 16.5% 22,4% 

コファスの評価B

コファスの評価A3

コファスの評価A2

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 66.0% 56.8% 52.5% 40.4% 62,2% 

41.0% 29.5% 35.2% 31.4% 10,1% 平均90日以上の支払い遅延 

超長期支払遅延 > 売上高の2 52.5% 47.6% 63.8% 36.4% 33,1% 

インド
2019 2020 2021 2022 

COF 

2023 

エースの評価B

2023年 対2022年 対
APAC

97.5% 95.7% 97.1% 96.3% 96,6% 

42 60 59 53 54 

86.3% 83.3% 69.8% 68.8% 65,4% 

2.4% 7.2% 6.9% 7.2% 10,5% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 

超長期支払遅延 > 売上高の2 11.4% 9.2% 17.9% 15.5% 19,0% 

コファス経済関連レポート
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低リスク 
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債務不履行
リスク

非常に低リスク

低リスク 

かなり容認できる 

容認できるリスク

相当のリスク

高リスク 

非常に高リスク

極めて高リスク 

日本 コファスの評価A2 

2019 2020 2021 2022 2023 2023年対
2022年 

対APAC 

87.5% 87.5% 90.2% 88.3% 89,9% 

88 80 82 76 7100,0% 

41.7% 41.9% 40.2% 34.4% 39,9% 

4.3% 4.5% 3.3% 3.8% 5,5% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 

超長期延滞額＞売上高の2 8.6% 6.0% 8.0% 9.4% 10,9% 

マレーシア コファスの評価A4 

2019 2020 2021 2022 2023 2023年対
2022年 

対APAC 

92,0% 91,5% 70,5% 88,8% 85,8% 

64 51 59 59 57 

66,5% 69,2% 99,1% 67,8% 47,1% 

29,3% 10,1% 2,3% 20,1% 12,5% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 

超長期延滞額＞売上高の2 33,1% 11,5% 0,0% 25,9% 21,9% 

シンガポール コファスの評価A2 

2019 2020 2021 2022 2023 2023年対
2022年 

対APAC 

86,4% 89,3% 85,2% 93,6% 92,0% 

54 50 53 48 54 

65,0% 59,5% 71,0% 76,8% 61,8% 

18,7% 14,7% 4,7% 7,7% 12,2% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の延滞 

超長期延滞額＞売上高の2 21,6% 22,0% 14,8% 11,5% 22,9% 

台湾 コファスの評価A2 

2019 2020 2021 2022 2023 2023年対
2022年 

対APAC 

85,7% 84,7% 69,9% 86,7% 87,1% 

71 75 78 79 78 

55,4% 50,5% 49,0% 73,4% 46,5% 

18,8% 17,3% 10,1% 17,0% 9,7% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 

超長期支払遅延 > 売上高の2 7,0% 10,5% 7,7% 9,6% 16,7% 

タイ コファスの評価A4 

2019 2020 2021 2022 2023 2023年対
2022年 

対APAC 

90,1% 89,3% 82,9% 84,0% 72,7% 

53 53 56 50 57 

55,3% 58,7% 65,1% 67,3% 60,7% 

17,6% 14,4% 5,9% 4,8% 3,3% 

支払条件 

支払い条件を提示している回答者の割合 

平均支払期間（日） 

支払遅延 

支払遅延の経験 

平均90日以上の支払い遅延 

超長期延滞額＞売上高の2 24,7% 16,9% 13,9% 11,4% 20,9% 

コファス経済関連レポート
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付録 

合計 

2,401 
支払い調査に参加した企業 

セクター別・回答の割合 

8,6% 
農業食品 

11,0% 
自動車 

3,5% 
運送 

4,9% 
衣料・繊維

12,2% 
小売 

12,1% 

化学 

建設 

6,6%  

15,7% 
ICT 

5,7% 
エネルギー

5,3% 
医薬品 

1,2% 
木材 

2,8% 
製紙 

10,4% 
金属 

売上高別・回答の割合 (EUR) 主な取引先の割合

<　5 M 

5-10 M

10-100 M

国営機関

5.4%
 

94.6%
 

民間企業 
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出典 : コファスの支払い動向調査
出典 : コファスの支払い動向調査
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用語の定義 

支払期間

引渡から支払期日までの期間 

支払い遅延 

支払期日を経過した日数

ト
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